
動 物 用 医 薬 品 副 作 用 症 例 報 告
（平成17年12月分）

薬事法第77条4の2に基づく動物用医薬品副作用症例報告を次のとおり掲載する．

行政・獣医事

家畜衛生週報（No. 2919）より

日獣会誌　63 264（2010）

副作用発現動物 副作用等発現の概要及び転帰
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《企業の意見及び対応》
・担当獣医師：本剤投与によるものと思われる．
・企　　　　業：他剤も併用しているが，担当獣医師が本剤との因果関係を疑っていることから因果関係は否定
できないと考える．
・対　　　　応：今後も同様の副作用があるかについて留意していく．




